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「建築音響解析ライブラリAACOUST」利用の手引

「建築音響解析ライブラリAACOUST」利用の手引*

大鶴徹す

AACOUST(subroutine program library for Architectural A盛ics )は,建築音響関連分
野での使用を主眼とする有限要素解析のためのサブルーチンプログラムライブラリーです.環

在のVer.1.0には,室や弾性壁体に関わる基礎的な解析に用いる各マトリクス算定サブルーチ

ン3種と,室の外形から各要素の節点の位置情報を算定するサブルーチン1種,並びに,それ

らの算定の際に用いるスレーブサブルーチンからなっています.なお,市販の有限要素法パッ

ケージが数多く存在している現在　M1800, VP2600における数値計算プログラム中へCALL

して用いることが可能,という点にこそ本ライブラリーの意義があるものと思われます.従っ

て,複雑なメッシュ分割の処理等に関しては,ワークステーションやパソコン等グラフィクス

によるインターフェースの充実した機器の利用が有効かと考えます.それらの機器を用い,質

素のメッシュデータ等を作成した後,そのデータと本ライブラリーを利用してVP上で大型数

値解析を実施してもよいでしょう.しかし単純な2乃至3次元メッシュの解析では,本ライブ

ラリーのサブルーチンのみによった解析の方が容易となる場合もあるかと思われます.今後,

壁体の音響放射特性算定ルーチンその他の追加を含め,バージョンアップして行く予定です.

AACOUSTサブルーチンの機能

・1993年7月25日受理
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解　　　　説

1KEMEP4

4節点12自由度板曲げ要素の剛性マトリクス囲,及び要素質量マトリクス[叫算定サブ

ルーチン.

CALLKEMEP4(A,B,SIG,ROU,H,E,KP,MP,TT)

1.機能

4節点12自由度板曲げ要素(付図1)の[K],[M]を求める.なお,要素節点変位ベク

トルMeおよび,要素内部の面外方向変位成分Wに関する内挿関数【Nw]は次式の通

りである.(以下,日及び()はそれぞれマトリクス及びベクトルを,また,日~1,

日Tはそれぞれ逆行列及び転置行列を表す.
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2.パラメータ(全てREAL*8)
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∂W　　　　　∂W

dy dx

図1: 4節点12自由度板曲げ要素

3.使用上の注意

●使用する副プログラム

ーSSL II : DALU, DLUIV, DMSGM

2　KEAIR8

8節点8自由度音響要素の匿]マトリクス算定サブルーチン

CALL KEAIR8(CNOD,KA,ROUA,CA)

1.機能

8節点6面体アイソパラメトリック音響要素(付図2)のlK]マトリクスを求める.な

お,内挿関数【NalおよびlK]の算定式は以下の通りである・
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解　　　　説

図2: 8節点アイソパラメトリック音響要素

(但し積分は要素Cの領域について行なう.またNaiはWa)の要素)

2.パラメータ(全てREAL*8)

節点の位置情報. CNOD(8,3)なる2次元配列.

CNOD(i,l) :節点iの3;座標(m)

CNOD(i,2) :節点iのy座標(m)

CNOD(i,3) :節点iのZ座標(m)
6面体の室を等分割する場合は,室外形と要素番号を指定し

NODE8を用いることによりCNODを容易に設定できる

音響系の[Alマトリクス. KA(8,8)なる2次元配列.

空気の質量po{kg/m3)

音速c(m/sec)

3.使用上の注意
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●使用する副プログラム

ーSSLII:なし

- AACOUST : JJDET, BAJDJ, TASU, B2

●パラメータcAは後述のMEAIR8との形式的対応上入力する.内部では参照され

/35J

3　MEAIR8

8節点8自由度アイソバラメトリック音響要素の【叫マトリックス算定サブルーチン

CALL MEAIR8(CNOD,MA,ROUA ,CA)

1.機能

8節点8自由度音響要素(付図2)の[叫マトリックスを求める.但し[叫はKEAIR

と同一の関数を用い,またlM]の定義は次式の通りである.

[M] -志JJJ [Na]T[Na)dxdydz
(但し積分は要素eの領域について行なう)

2.パラメータ(全てREAL*8)

3.使用上の注意

●使用する副プログラム

ーSSLII:なし

- AACOUST : JJDET, SITESU, B2

4　NODE8

6面体の等分割メッシュ生成サブルーチン

CALL NODE8(GLNOD,NEX,NEY,NEZ,NE,NOD,CNOD)

1.機能

6面体(付図3)をx,y,z各方向にそれぞれNEX,NEY,NEZに等分割した場合のNE番目

の要素の全体座標CNODと,その要素節点番号1 -8の全体節点番号NoDを算定する.

2.パラメータ

-553-
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解　　　　説

GLNOD ,

GLNOD i

GLNOD 2

六面体と要素分割例: (NEX, NEY, NEZ ) = (3, 2, 3)
座標系(右手系)の取り方は任意

図3:

ⅩⅢ

LEll

771)

匹案
匹I

三
3.使用上の注意

●使用する副プログラム

ーSSLII:なし

- AACOUST : SHAPE
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